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　嶋市長、渡辺市議会議長年頭のあいさつ 
２ 年頭のあいさつ 

まちづくり協議会の現状と課題 
３ 「まちづくり懇談会」 

大湫小学校閉校／クリエイション・パーク分譲開始／公園線開通／など 
４～５ みずなみ　この１年 

せまりつつある東海・東南海地震／身近な対応／地震に強い家に住む／など 
６～７ 「まさか瑞浪に地震が…」と思っていませんか？ 

総合消防・防災センター起工式／叙勲受章者市長が訪問／など 
８ みんなの広場 

国勢調査の結果／道路の凍結にご注意／保育園入園説明会／相談コーナー／など 
９～11 お知らせ 

麻しん・風しん予防接種／健康相談／乳幼児健診／など 
12 健康だいすき 

▲バサラカーニバル2005（バサラを踊る啓明保育園児：12月18日）



「
安
全
で
安
心
し
て
住
め
る 

　
　
　
　
　
ま
ち
を
目
指
し
て
」 

瑞
浪
市
長
�
　
嶋
芳
男 

「
２
０
０
６
年
を
迎
え
て
」 

瑞
浪
市
議
会
議
長
�
渡
辺
千
介 

    

新
春
を
迎
え
、
市
民
の
皆
様
方
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
ご
健
勝
に
て
清
々
し
い
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。 

日
頃
は
、
瑞
浪
市
政
の
推
進
に
つ
き
ま
し

て
、
格
別
な
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
は
、
郵
政
民
営
化
を
争
点
に
行
わ
れ

た
衆
議
院
議
員
総
選
挙
、
フ
ェ
ロ
シ
ル
ト
・

ア
ス
ベ
ス
ト
等
の
問
題
、
建
築
物
耐
震
設
計

偽
造
事
件
、
小
さ
な
子
ど
も
を
巻
き
込
ん
だ

凶
悪
事
件
な
ど
環
境
・
防
犯
に
関
わ
る
課
題

が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
年
で
あ
り
ま
し

た
。 そ

の
反
面
、
中
部
新
国
際
空
港
の
開
港
、

東
海
環
状
自
動
車
道
の
開
通
、
愛
・
地
球
博
、

花
フ
ェ
ス
タ
、
陶
磁
器
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の

開
催
な
ど
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
明
る

い
話
題
の
多
い
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
市
で
は
上
下
水
道

等
の
生
活
基
盤
整
備
を
は
じ
め
、
地
籍
調
査

事
業
、
日
吉
中
学
校
の
改
築
、
ク
リ
エ
イ
シ
ョ

ン
・
パ
ー
ク
へ
の
企
業
誘
致
な
ど
の
諸
施
策

を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

本
年
は
、
重
要
課
題
で
あ
る
総
合
消
防
・

防
災
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、
瑞
浪
駅
前
再
整
備

事
業
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
進
め

る
と
と
も
に
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
未
給
水

地
域
の
解
消
、
市
内
全
域
水
洗
化
の
推
進
、

道
路
整
備
な
ど
生
活
基
盤
の
整
備
や
少
子
高

齢
社
会
に
対
応
す
る
総
合
的
な
施
策
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

一
方
、
国
か
ら
示
さ
れ
た
「
地
方
公
共
団

体
に
お
け
る
行
政
改
革
の
推
進
の
た
め
の
新

た
な
指
針
」
に
基
づ
き
、
厳
し
い
財
政
状
況
、

地
方
分
権
の
進
展
、
少
子
高
齢
化
に
伴
う
人

口
減
少
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、
行
政
改
革

大
綱
の
見
直
し
を
行
い
、
さ
ら
な
る
行
政
の

効
率
化
を
図
る
と
と
も
に
、
健
全
財
政
を
堅

持
し
、
堅
実
な
市
政
運
営
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。 

ま
た
、
昨
今
の
大
き
な
社
会
問
題
で
も
あ

る
環
境
問
題
や
防
犯
、
地
域
防
災
に
つ
い
て

の
取
り
組
み
に
つ
き
ま
し
て
は
、
区
長
会
、

ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
等
を
通
じ
、
市
民

の
皆
様
と
と
も
に
、
安
全
で
安
心
し
て
住
め

る
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

本
年
も
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
こ
の
一
年
が
、

市
民
の
皆
様
、
そ
し
て
市
に
と
っ
て
良
い
年

と
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
年

頭
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

    

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。 平

成
18
年
の
新
春
を
迎
え
、
市
民
の
皆
様

方
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
清
々
し
い
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。 

日
頃
は
、
市
議
会
に
対
し
、
格
別
の
ご
理

解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。 

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
秋
に
行

わ
れ
ま
し
た
総
選
挙
が
改
革
の
突
破
口
と
な

り
、
明
治
維
新
、
戦
後
に
次
ぐ
第
３
の
改
革

と
し
て
、
郵
政
を
は
じ
め
、
行
財
政
、
教
育

等
の
改
革
が
ス
タ
ー
ト
の
年
と
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
。 

こ
う
し
た
中
、
三
位
一
体
の
改
革
に
よ
る

国
と
地
方
の
役
割
分
担
の
見
直
し
に
よ
り
、

地
域
自
体
が
住
民
と
共
に
責
任
を
も
っ
て
推

進
す
る
地
方
分
権
の
時
代
を
迎
え
、
地
方
自

治
体
を
取
り
巻
く
環
境
も
一
段
と
厳
し
さ
を

増
し
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
当
市
に
お
い
て
も
、
急
速
な
少
子
高

齢
化
の
到
来
に
よ
る
医
療
、
介
護
等
諸
制
度

の
持
続
可
能
な
財
政
基
盤
の
確
立
は
、
大
変

重
要
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。 

こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
て
、
行
政
事
務

や
サ
ー
ビ
ス
を
見
直
し
、
ま
た
「
ま
ち
づ
く

り
」
の
あ
り
方
を
考
え
た
将
来
計
画
で
あ
る

「
安
心
・
快
適
・
私
た
ち
が
創
る
瑞
浪
の
ま

ち
」
の
具
現
化
を
図
る
た
め
、
各
地
域
で
市

民
と
協
働
に
よ
る
「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」

の
設
立
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
複
合
型
産
業
の
確
立
と
雇
用
の
創

出
を
図
る
瑞
浪
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
・
パ
ー
ク

も
企
業
進
出
が
順
調
で
あ
り
、
地
場
産
業
の

振
興
と
合
わ
せ
て
、
市
議
会
と
し
て
も
、
そ

の
動
向
を
注
視
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

地
方
議
会
も
自
己
改
革
を
迫
ら
れ
て
い
る

状
況
の
な
か
、
今
後
も
市
民
の
皆
様
の
ご
意

見
を
反
映
し
、
積
極
的
に
主
体
性
を
発
揮
す

る
よ
う
議
会
の
活
性
化
に
努
め
て
い
く
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
ま
す
。 

本
年
も
、
市
民
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
祈
念
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
相
変
わ
ら

ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

し
て
、
年
頭
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。 

2平成18年１月１日



平
成
17
年
度
「
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」 

『
各
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の 

　
　
　
　
　
　
　
　
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
』 

『
各
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の 

　
　
　
　
　
　
　
　
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
』 

11
月
29
日
、
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
市
内
８
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
の
関
係
者
23
人
と
　
嶋
市
長
と
の
懇
談

会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

懇
談
会
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
お
け
る
現
状
と
課
題
な
ど
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
懇
談
会
の
内
容

を
報
告
し
ま
す
。 

◆
大
湫
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
　
安
藤
秋
義
会
長 

交
流
活
動
を
す
る
こ
と
で
、
外
部
の
人
材
を
活
用
し
、
田

園
と
里
山
と
歴
史
の
開
か
れ
た
ま
ち
、
自
然
と
人
が
仲
良
く

共
生
で
き
る
ま
ち
を
目
標
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

古
い
町
並
み
の
活
用
の
た
め
の
ハ
ー
ド
面
の
整
備
が
必
要
で

す
。ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
は
多
く
の
人
の
参
加
が
課
題
で
す
。 

◆
陶
町
街
づ
く
り
推
進
協
議
会
　
加
藤
輔
之
会
長 

陶
町
は
昭
和
63
年
に
協
議
会
を
発
足
し
ま
し
た
。
今
ま
で

狛
犬
、
茶
壷
な
ど
の
作
成
を
し
て
き
ま
し
た
。
12
月
に
は
登

り
窯
も
完
成
し
、
火
入
れ
式
を
行
い
ま
す
。 

陶
の
強
み
は
、
声
を
か
け
る
と
人
が
さ
っ
と
集
ま
る
ほ
ど
、

年
代
別
の
グ
ル
ー
プ
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
こ
と
で
す
。 

◆
明
日
の
稲
津
を
築
く 

　
　
　
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
　
中
山
征
治
会
長 

当
初
か
ら
、
屏
風
山
、
城
山
、
公
民
館
を
中
心
と
し
た
活

動
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
宅
老
所
、
ふ
る
さ
と
福
祉

村
、
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
文
化
ク
ラ
ブ
も
事
業
展
開
し
て
き
ま

し
た
。 

課
題
と
し
て
は
、
広
い
分
野
か
ら
多
く
の
人
を
集
め
る
こ

と
で
、
区
長
会
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
団
体
の

協
力
を
得
て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。 

◆
釜
戸
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
　
梅
村
正
靖
会
長 

平
成
11
年
に
協
議
会
を
設
立
し
、
最
初
の
３
年
間
は
試
行

錯
誤
で
他
地
区
を
参
考
に
活
動
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
大

き
く
組
織
替
え
を
し
、
３
部
制
で
や
っ
て
い
ま
す
。 

ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
で
す
。
誰
で
も
参
加
で
き
る
よ

う
な
人
づ
く
り
が
必
要
と
考
え
、
花
飾
り
等
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。 

◆
日
吉
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
　
後
藤
雅
行
会
長 

日
吉
町
は
平
成
12
年
に
協
議
会
を
設
立
し
ま
し
た
が
、
活

性
化
が
必
要
と
、
今
年
５
月
に
組
織
改
正
し
ま
し
た
。 

課
題
と
し
て
は
区
長
会
と
の
連
携
、
人
集
め
と
人
材
育
成

が
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

◆
明
世
地
区
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
　
伊
藤
寿
彦
会
長 

協
議
会
を
設
立
し
て
ま
だ
１
年
、
組
織
づ
く
り
か
ら
始
め

て
、
組
織
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
事
業
立
案
を
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
し
て
今
年
度
は
、
地
域
の
地
図
の
作

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

現
在
、
ま
だ
課
題
を
模
索
し
て
い
る
段
階
で
す
。
行
政
や

専
門
家
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
、
各
種
団
体
と
連
携
し
進
め

て
い
き
た
い
。 

◆
瑞
浪
地
区
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
　
伊
藤
修
二
会
長 

ま
ず
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
い

う
こ
と
で
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
こ

で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
「
ま
ち
づ
く
り
に
何
を
求
め
て

い
る
か
」
と
い
う
こ
と
を
集
計
し
て
い
ま
す
。 

◆
土
岐
地
区
ま
ち
づ
く
り
検
討
委
員
会
　
小
木
曽
孝
行
委
員
長 

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
個
性
を
大
事
に
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
に
対
し
て
の
必
要
性
と
い
う
こ

と
も
理
解
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
地
区
内
全
て
の
住
民
が
共

有
で
き
る
事
業
展
開
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 　
　
嶋
市
長 

市
で
一
番
困
っ
て
い
る
の
は
環
境
と
治
安
の
問
題
で
す
。 

瑞
浪
市
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
産
業
廃
棄
物
な
ど
の
問
題
が

起
こ
り
や
す
い
地
域
で
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
、
区
長
会
の
皆

さ
ん
に
協
力
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
監
視
体
制
を
作
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
監
視
Ｇ
メ
ン
な
ど
を

作
っ
て
、
「
自
分
の
地
域
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う
こ
と
を

考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。 

ま
た
、
地
域
で
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
、
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
を
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
ひ
と

つ
の
課
題
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
取
り
上
げ
て
い

た
だ
き
た
い
。 

ま
ち
づ
く
り
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
の

は
難
し
い
こ
と
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
や
は
り
自

分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た

ち
で
つ
く
る
と
い
う
こ
と

は
、
大
事
な
こ
と
で
あ
り
、

多
く
の
皆
さ
ん
に
参
加
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要

と
考
え
ま
す
。
今
後
の
協

議
会
の
ま
す
ま
す
の
発
展

を
期
待
し
ま
す
。 

※
懇
談
会
の
議
事
録
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
ホ
ッ
ト
な
話
題
」で 

　
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。 

◎
問
合
せ
　
企
画
政
策
課
　
1
３
４
５ 

瑞浪市役所　1 68-21113



月 
１ 

月 
２ 

月 
３ 

月 
４ 

月 
５ 

月 
６ 

５月　公園線開通 

４月　さよなら「こまどり号」 ２月　完成したクリエイション・パーク 

３月　130年の歴史に幕を閉じた大湫小学校 

５月 
大湫クリーンセンター完成 

１月 
不燃物最終処分場完成 

・
不
燃
物
最
終
処
分
場
完
成 

  

・
「
災
害
時
に
お
け
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
供
給
に

関
す
る
協
定
」
を
締
結 

・
瑞
浪
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
・
パ
ー
ク
分
譲
開

始 
  

・
大
湫
小
学
校
閉
校 

・
稲
津
ふ
る
さ
と
福
祉
村
「
あ
い
愛
」
設
立 

・
み
ず
な
み
子
育
て
応
援
プ
ラ
ン
策
定 

・
「
東
海
環
状
自
動
車
道
沿
線
都
市
災
害
時

相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結 

・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
全
国
大
会
で
鈴
木
健
介
・

安
藤
圭
祐
君
ペ
ア
準
優
勝 

  

・
花
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
５
ぎ
ふ
開
幕
「
瑞
浪

の
日
」
開
催 

・
「
美
濃
歌
舞
伎
」
を
無
形
民
俗
文
化
財
に
、

羽
広
白
山
神
社
他
５
件
の
陶
製
狛
犬
等
を

有
形
文
化
財
に
指
定 

・
移
動
図
書
館
車
「
こ
ま
ど
り
号
」
廃
止 

  

・
愛
・
地
球
博
「
岐
阜
県
の
日
」
で
半
原
文

楽
を
披
露 

・
大
湫
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
完
成 

・
公
園
線
開
通 

・
中
京
高
校
硬
式
野
球
部
東
海
大
会
２
年
ぶ

り
に
優
勝 

・
松
井
文
子
さ
ん
テ
ニ
ス
で
全
国
優
勝
、
世

界
大
会
に
も
出
場 

  

・
児
童
生
徒
健
全
育
成
サ
ポ
ー
ト
制
度
調
印 

・
青
色
回
転
灯
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
車
に
よ
る

市
内
巡
回
を
開
始 
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月 
７ 

月 
８ 

月 
９ 

月 
10

月 
11

月 
12

９月　瑞浪駅構内バリアフリー化 

12月　陶町与左衛門窯完成 

６月　御樋代木奉迎祭 
10月　Ｊリーガー誕生 

11月　中国・醴陵市政府友好代表団の表敬訪問 

８月　第46回瑞浪美濃源氏七夕まつり 

・
御
樋
代
木
奉
迎
祭 

  

・
地
域
の
不
審
者
情
報
提
供
を
求
め
る
協
定

を
調
印（
釜
戸
・
日
吉
町
） 

・
お
も
し
ろ
科
学
館
２
０
０
５
in
み
ず
な
み

開
催 

・
国
際
陶
磁
器
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
美
濃
'05
開

催 
  

・
第
46
回
瑞
浪
美
濃
源
氏
七
夕
ま
つ
り
開
催 

・
市
民
弓
道
場
起
工
式 

  

・
愛
・
地
球
博
「
北
海
道
の
日
」
に
バ
サ
ラ

瑞
浪
応
援
参
加 

・
パ
リ
国
際
見
本
市
「
メ
ゾ
ン
・
エ
・
オ
ブ

ジ
ェ
２
０
０
５
」
に
み
ず
な
み
焼
出
品 

・
瑞
浪
駅
構
内
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
完
成 

  

・
第
１
回
行
政
改
革
懇
談
会
開
催 

・
中
京
高（
加
藤
韻
選
手
）か
ら
Ｊ
リ
ー
ガ
ー

誕
生 

  

・
瑞
浪
Ｌ
Ｃ
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ラ
リ
ー
２
０
０
５
、
名
車
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
開
催 

・
高
浜
市
と
「
災
害
時
相
互
応
援
協
定
」
を

締
結 

・
第
１
回
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
開
催 

・
中
国
・
醴
陵
市
政
府
友
好
代
表
団
表
敬
訪
問 

・
サ
イ
エ
ン
ス
ワ
ー
ル
ド
入
館
50
万
人
達
成 

  

・
総
合
消
防
・
防
災
セ
ン
タ
ー
起
工
式 

・
災
害
図
上
防
災
訓
練（
Ｄ
Ｉ
Ｇ
）実
施 

・
陶
町
与
左
衛
門
窯
完
成 

・
み
ず
な
み
健
康
21
策
定 

瑞浪市役所　1 68-21115



「
ま
さ
か
瑞
浪

ま
さ
か
瑞
浪
に
地
震
が
…

地
震
が
…
」 

　
　
　
　
　
　
と

　
　
　
　
　
　
と
思
っ
て
い
ま
せ
ま
せ
ん
か
？ 
「
ま
さ
か
瑞
浪

ま
さ
か
瑞
浪
に
地
震
が
…

地
震
が
…
」 

　
　
　
　
　
　
と

　
　
　
　
　
　
と
思
っ
て
い
ま
せ
ま
せ
ん
か
？ 
「
ま
さ
か
瑞
浪
に
地
震
が
…
」 

　
　
　
　
　
　
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？ 
「
ま
さ
か
瑞
浪
に
地
震
が
…
」 

　
　
　
　
　
　
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？ 

東
濃
地
震
科
学
研
究
所 

　
副
首
席
主
任
研
究
員 

　
　
　
　
　
　
鈴
　
木
　
貞
　
臣 

東
濃
地
震
科
学
研
究
所 

　
副
首
席
主
任
研
究
員 

　
　
　
　
　
　
鈴
　
木
　
貞
　
臣 

「
せ
ま
り
つ
つ
あ
る 

　
　
　
東
海
・
東
南
海
地
震
」 
「
せ
ま
り
つ
つ
あ
る 

　
　
　
東
海
・
東
南
海
地
震
」 

身
近
な
対
応 

活
断
層
の
多
い
岐
阜
県 

　（
写
真
２
）　
福
岡
県
西
方
沖
地
震
に
よ
り
、

ビ
ル
の
窓
ガ
ラ
ス
が
多
数
割
れ
て
落
下
し
た
。

（
九
大
自
然
災
害
資
料
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー
ス
よ
り
） 

　（
写
真
１
）　
平
成
16
年
新
潟
県
中
越
地
震

に
よ
る
家
屋
の
被
害（
塩
野
計
司
氏
撮
影
） 

　（
写
真
３
）　
ま
さ
か
王
滝
に
！ 

岐
阜
県
は
日
本
の
中
で
も
活
断
層
が
多

く
、
例
え
ば
、
瑞
浪
市
に
比
較
的
近
く
、

主
な
と
こ
ろ
で
は
、
屏
風
山
・
恵
那
山
・

猿
投
山
断
層
帯
、
阿
寺
断
層
帯
、
養
老
・

桑
名
・
四
日
市
断
層
帯
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
か
な
り
昔（
何
万
年
、
何
十
万

年
前
）に
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド（
以
後
Ｍ
で

表
し
ま
す
）７
や
８
ク
ラ
ス
の
直
下
型
地

震
が
発
生
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

Ｍ
８
ク
ラ
ス
の
直
下
型
地
震
が
ど
ん
な
に

恐
ろ
し
い
か
は
、
１
８
９
１
年（
明
治
24

年
）濃
尾
地
震（
Ｍ
８
・
０
）に
よ
っ
て
、

７
、
２
７
３
人
の
死
者
、
22
万
戸
余
り
の

全
半
壊
が
あ
り
、
根
尾
水
鳥
地
区
で
上
下

に
６
ｍ
の
「
根
尾
谷
断
層
」
が
で
き
た
こ

と
か
ら
も
分
か
り
ま
す（
根
尾
水
鳥
に
地

震
断
層
観
察
館
が
あ
り
、
断
層
断
面
や
大

被
害
の
記
録
な
ど
が
見
ら
れ
ま
す
）。
最

近
の
調
査
で
は
、
こ
の
よ
う
に
大
き
な
直

下
型
地
震
が
こ
こ
数
十
年
以
内
に
起
こ
る

確
率
は
低
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
ゼ

ロ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
活
断
層
が

多
い
こ
と
は
、
活
断
層
が
直
接
動
か
な
く

て
も
、
Ｍ
６
か
ら
７
ク
ラ
ス
の
直
下
型
地

震
が
そ
の
周
辺
で
起
こ
る
確
率
が
高
い
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。
新
潟
県
中
越
地
震

（
Ｍ
６
・
８
）は
六
日
町
盆
地
西
縁
断
層
に

近
く
、
福
岡
県
西
方
沖
地
震（
Ｍ
７
・
０
）

は
福
岡
市
内
を
走
る
警
固
断
層
の
延
長
線

近
く
で
起
こ
り
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
よ
う
な
直
下
型
地
震
が
瑞
浪
市
の
周

辺
で
も
起
こ
る
こ
と
を
前
提
に
、
対
応
し

た
い
も
の
で
す
。
１
９
８
４
年（
昭
和
59

年
）に
御
岳
の
麓
で
起
こ
っ
た
長
野
県
西

部
地
震（
Ｍ
６
・
８
）は
死
者
29
人
を
出
す

大
被
害
を
王
滝
村
に
与
え
ま
し
た
。
そ
の

被
害
の
記
録
を
ま
と
め
た
本
の
題
名
が
「
ま

さ
か
王
滝
村
に
！
」（
写
真
３
）で
し
た
。

今
後
も
地
震
発
生
は
止
め
ら
れ
な
い
が
、

防
災
の
準
備
は
進
歩
さ
せ
た
い
も
の
で
す
。 

平
成
16
年
10
月
の
新
潟
県
中
越
地
震（
写

真
１
）で
も
、
昨
年
３
月
の
福
岡
県
西
方

沖
地
震（
写
真
２
）で
も
、
被
害
に
あ
っ
た

多
く
の
人
た
ち
が
「
ま
さ
か
自
分
の
と
こ

ろ
で
地
震
が
あ
る
な
ど
と
は
思
わ
な
か
っ

た
！
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
日

本
中
の
ど
こ
を
さ
が
し
て
も
、
地
震
が
な

い
と
言
え
る
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

太
平
洋
沖
合
で
発
生
す
る
プ
レ
ー
ト
境

界
型
地
震
の
東
海
地
震
・
東
南
海
地
震
が

す
で
に
臨
界
点
に
達
し
て
い
て
、
何
時
起

こ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
で
す
。
そ

の
場
合
、
瑞
浪
市
内
で
は
最
大
震
度
が
６

弱
、
小
さ
く
て
も
５
強
程
度
に
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
耐
震
性
の
な
い

木
造
住
宅
や
マ
ン
シ
ョ
ン
は
倒
壊
の
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
ユ
サ
ユ
サ
と
長
周
期
の
強

い
横
揺
れ
が
長
く
続
き
ま
す
か
ら
、
建
付

の
良
い
建
物
で
も
屋
内
の
家
具
や
ロ
ッ
カ
ー

が
全
て
転
倒
す
る
こ
と
も
あ
り
得
ま
す
。

　
ま
た
地
震
直
後
は
電
話（
携
帯
電
話
も
）

が
全
く
通
じ
な
い
の
で
、
例
え
ば
通
勤
・

通
学
・
買
物
で
名
古
屋
方
面
に
行
っ
て
い

る
家
族
と
連
絡
が
と
れ
な
い
等
が
起
こ
り

ま
す
。
地
震
は
他
人
事
だ
と
思
わ
ず
、
自

分
た
ち
の
事
と
思
っ
て
く
だ
さ
い
。 
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「
ま
さ
か
瑞
浪
に
地
震
が
…
」 

　
　
　
　
　
　
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？ 

「
ま
さ
か
瑞
浪
に
地
震
が
…
」 

　
　
　
　
　
　
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？ 

身
近
な
対
応

身
近
な
対
応 
身
近
な
対
応 

地
震
に
強
い
家
に
住
む 

２ ３ ４ １ 

岐阜県南部の活断層（日本の地震活動より） 

震度 
階級 解説表：木造建築（原文） 耐震性の 

低い住宅 
耐震性の 
高い住宅 

5弱 

5強 

6弱 

6強 

7

耐震性の低い住宅では、壁や柱が
破損するものがある。 
耐震性の低い住宅では、壁や柱が
かなり破損したり、傾くものがある。 
耐震性の低い住宅では、倒壊する
ものがある。耐震性の高い住宅でも、
壁や柱が破損するものがある。 
耐震性の低い住宅では、倒壊する
ものが多い。耐震性の高い住宅でも、
壁や柱がかなり破損するものがある。 
耐震性の高い住宅でも、傾いたり、
大きく破損するものがある。 

壁・柱：3％破損 

壁・柱：30％破損 
家全体：3％傾く 

壁・柱：3％破損 家：3％倒壊 

壁・柱：30％破損 

家：3％傾く・ 
大きく破壊 

家：50％倒壊 

　「
ま
ず
比
較
的
簡
単
に
で
き
そ
う
な

こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。」 

寝
室
や
子
供
・
高
齢
者
な
ど
の
部

屋
に
は
倒
れ
そ
う
な
家
具
は
置
か

な
い
。 

  

タ
ン
ス
、
食
器
棚
、
テ
レ
ビ
の
前

面
底
に
す
べ
り
止
を
敷
く
。 

  

タ
ン
ス
・
食
器
棚
や
ロ
ッ
カ
ー
な

ど
の
家
具
は
壁
等
に
固
定
す
る
。

マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
天
井
に
固
定
す

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
す
べ

り
止
や
固
定
金
具
・
用
具
は
市
販

さ
れ
て
い
ま
す
。 

  

日
頃
か
ら
家
族
で
、
地
震
が
起
き

た
ら
ど
う
す
る
か
相
談
し
て
お
く

こ
と
も
重
要
で
す
。
地
震
発
生
地

か
ら
遠
く
離
れ
た
と
こ
ろ
に
は
電

話
は
比
較
的
掛
り
易
い
で
す
（
そ

の
反
対
は
困
難
）
。
遠
地
の
親
戚

や
知
り
合
い
を
安
否
連
絡
所
と
し

て
、
事
前
に
決
め
て
お
く
こ
と
も

一
案
で
す
。 

　
新
し
く
家
を
新
築
さ
れ
る
際
は
、
耐
震

性
を
考
慮
し
て
建
て
た
い
も
の
で
す
。
マ

ン
シ
ョ
ン
等
の
購
入
・
賃
貸
は
、
耐
震
性

が
あ
る
か
ど
う
か
確
か
め
て
か
ら
に
し
た

い
も
の
で
す
。
特
に
古
い
家（
建
築
年
が

昭
和
45
年
よ
り
古
い
か
ど
う
か
が
目
安
で
、

お
お
よ
そ
30
年
以
上
経
っ
た
家
）で
、
耐

震
性
に
自
信
が
な
い
場
合
は
「
耐
震
診
断
」

を
し
て
、
必
要
か
つ
無
理
の
な
い
補
強
へ

と
進
ま
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

◎
耐
震
診
断
の
問
合
せ 

　
　
　
　
都
市
計
画
課
　
1
内
線
２
４
５ 

◎
防
災
に
関
す
る
問
合
せ
　
総
務
課
　
1
内
線
３
２
８ 

【
震
度
と
木
造
被
害
の
記
述
】 
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みんなの広場みんなの広場みんなの広場

叙
勲
受
章
者
２
人
を
市
長
が
訪
問 

消
防
・
防
災
の
拠
点
が
起
工 

人
権
委
員
、園
児
ら
と
楽
し
く
歌
遊
び 

宮前児童館 

　
嶋
市
長
か
ら
記
念
品
を
受
け
取
る
成
橋
さ
ん（
上
）と
小
木
曽
さ
ん（
下
） 

　
12
月
２
日
、
秋
の
叙
勲
で
瑞
宝
双
光
章
を
受
け
た
、

元
警
視
正
の
成
橋
勇
夫
さ
ん（
釜
戸
町
）宅
と
、
元
２
等

空
尉
の
小
木
曽
正
孝
さ
ん（
日
吉
町
）宅
を
　
嶋
市
長
が

訪
問
し
、
受
章
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。 

　
成
橋
さ
ん
は
、
昭
和
27
年
に
当
時
の
国
家
警
察
官
と

し
て
地
元
の
派
出
所
に
赴
任
、
恵
那
署
長
、
御
嵩
署
長
、

初
代
の
可
児
署
長
を
歴
任
す
る
な
ど
、
35
年
間
警
察
官

と
し
て
勤
め
ら
れ
ま
し
た
。 

　
小
木
曽
さ
ん
は
昭
和
39
年
に
浜
松
基
地
に
赴
任
後
、

府
中
基
地
な
ど
に
異
動
し
、
気
象
群
本
部
で
高
層
気
象

観
測
の
任
務
を
中
心
に
、
自
衛
官
と
し
て
34
年
間
勤
め

ら
れ
ま
し
た
。 

　
　
嶋
市
長
が
「
叙
勲
の
受
章
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
市
と
し
て
も
栄
誉
な
こ
と
と
思
い
ま
す
」
と
祝

福
す
る
と
、
成
橋
さ
ん
は
「
20
回
以
上
の
異
動
で
引
越

し
が
多
く
、
子
ど
も
が
か
わ
い
そ
う
で
し
た
。
半
分
は

家
内
の
功
績
で
す
」
、
小
木
曽
さ
ん
は
「
緊
張
、
興
奮
、

感
謝
の
気
持
ち
で
授
章
式
に
出
席
し
ま
し
た
」
と
受
章

の
感
想
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
12
月
２
日
、
消
防
・
防
災
の
拠
点
と
な
る
「
瑞
浪
市

総
合
消
防
・
防
災
セ
ン
タ
ー
」
の
起
工
式
が
、
土
岐
町

の
建
設
予
定
地
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
一
部
鉄
骨
造

り
の
３
階
建
て
、
総
事
業
費
は
11
億
円
で
、
平
成
18
年

11
月
の
完
成
予
定
で
す
。 

　
起
工
式
に
は
、
　
嶋
市
長
や
関
係
者
約
40
人
が
出
席

し
、
神
事
の
後
、
　
嶋
市
長
は
「
地
元
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
が
あ
っ
て
起
工
式
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
大
切
な
の
は
、
生
活
の
安
全

安
心
で
あ
り
、
防
災
の
拠
点
が
こ
こ
に
建
て
ら
れ
る
の

は
、
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。 

　
ま
た
、
同
セ
ン
タ
ー
北
側
に
は
、
消
防
署
員
、
消
防

団
員
の
訓
練
場
も
整
備
さ
れ
ま
す
。 

伊藤聖真ちゃん 
（２歳） 
樽上町 

しょうま 

西尾琢磨ちゃん 
（３歳） 
松ヶ瀬町 

たくま 

　
12
月
１
日
、
人
権
擁
護
委
員（
岩
島
康
文
代
表
）７
人

が
、
釜
戸
町
の
竜
吟
保
育
園
を
訪
れ
、
園
児
ら
約
70
人

に
人
権
尊
重
を
テ
ー
マ
に
し
た
紙
芝
居
な
ど
を
披
露
し

ま
し
た
。 

　
同
委
員
は
、
小
さ
な
頃
か
ら
優
し
い
心
を
持
っ
て
も

ら
お
う
と
、
毎
年
人
権
週
間
に
併
せ
て
市
内
の
保
育
園

で
啓
発
活
動

を
行
っ
て
お

り
、
今
回
は

「
か
さ
じ
ぞ

う
」
の
紙
芝

居
や
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
、

数
字
の
カ
ー

ド
を
使
っ
た

歌
で
園
児
ら

を
楽
し
ま
せ

て
い
ま
し
た
。 
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平成17年  国勢調査の結果 平成17年  国勢調査の結果 平成17年  国勢調査の結果 平成17年  国勢調査の結果 

『明るい選挙啓発ポスター』入選作品を展示します 『明るい選挙啓発ポスター』入選作品を展示します 

（岐阜県の入選作品） （瑞浪市の入選者） 

　昨年10月１日に実施されました、国勢調査にご協力いただきありがと
うございました。 
　人口および世帯数がまとまりましたので、お知らせします。 

　市選挙管理委員会では、明るい選挙推進事業の一環として、市内の小中学校の児童・生徒から啓発ポスターを
募集しました。多数の応募があった中から、次の皆さんの作品が入選されました。（敬称略） 

　政治家が選挙区内の人に年賀状等のあいさつ状を出したり、飲食物の差し入れ、食事料を提供することは
禁じられています。また、有権者が政治家に寄附を求めることも禁じられています。日ごろからお互いに注
意し、気持ち良く新年を迎えましょう。 

42,066 
3,883 

 
4,803 

 
5,539 

 
8,134 

 
5,403 
3,500 
679 
3,078 
2,732 

 
4,315

総　数 

20,290 
1,849 

 
2,376 

 
2,628 
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1,628 
320 
1,465 
1,386 
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21,776 
2,034 
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2,911 

 
4,171 

 
2,768 
1,872 
359 
1,613 
1,346 

 
2,275

女 

13,708 
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133 
895 
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世帯数 

▲232 
▲  35 

 
758 
 

▲125 
 

87 
 

▲112 
▲247 
▲  48 
▲250 
87 
 

▲347

人口増減 

▲  0.5 
▲  0.9 

 
18.7 
 

▲  2.2 
 

1.1 
 

▲  2.0 
▲  6.6 
▲  6.6 
▲  7.5 
3.3 
 

▲  7.4

伸び率（％） 

総　　数 
山　　　　　田 

（明賀台・穂並を含む） 
小　　　　　田 

（西、北、南小田・和合下沖を含む） 
寺　　河　　戸 

（樽上・一色・上野・宮前・高月・須野志を含む） 
土　　　　　岐 

（上平・学園台を含む） 
稲　　　　　津 
釜　　　　　戸 
大　　　　　湫 
日　　　　　吉 
明　　　　　世 

（松ヶ瀬・薬師を含む） 
陶 

地　区　名 
平成17年国勢調査 平成12年との比較 

▲は減を表す 

◎問合せ　男女共同参画推進室　1内線335
※なお、数値は概数であり、平成18年10月に総務省統計局が 
　公表予定の確定値とは一致しない場合があります。 

◎問合せ　選挙管理委員会　1内線271

『国勢調査による地区別人口と世帯数』 

【政治家の寄附やあいさつ状の禁止】 

・水野　志保（日吉小６年） 

・安藤　泰介（日吉小６年） 

・西尾　卓真（陶中２年） 

・熊谷　奈美（日吉中２年） 

・揖斐　千里（日吉中２年） 

伊村　拓見（日吉小６年） 山本　真里（瑞陵中１年） 西尾　聖奈（日吉中２年） 

以上の入選作品８点を、市役所ロビーで展示します。ぜひご覧ください。　展示期間　１月10日（火）～19日（木）（土日除く） 

瑞浪市役所　1 68-21119



・日　　時 ２月25日（土）
14時～15時30分

・会　　場 多治見市文化会館
・演　　題 「落語的学問のすすめ」
・定　　員 400人（入場無料）
・締　　切 ２月３日（金）必着
・申込方法 往復はがきに住所・氏名・電話番号を
記入して下記まで。往復はがき１枚につき１名受
付します。応募多数の場合は抽選となります。

◎申込・問合せ 〒507-8703 多治見市日ノ出町２-15
多治見市企画課内　首都機能移転講演会事務局　
122-1111 内線414（担当：三橋）

・日　　時 ２月２日（木）10時～15時（要予約）
・会　　場 ハートピア（市民福祉センター）
・相 談 員 県知的障害者更生相談所相談員
・内　　容 療育手帳の交付・確認の判定

知的障害に係る相談
・申込締切 １月20日（金）
※現在お持ちの療育手帳が判定期間を過ぎている場
合にはこの判定を受けないと医療費の助成・税金
の控除などの適用が受けられないことがあります。

◎問合せ 社会福祉課　1内線104

・日　時 １月27日（金）13時～15時30分
・場　所 セラトピア土岐
・テーマ 「あなたは自分の高齢期を何で支える？」

～年金・失業・介護。
それぞれの給付は大丈夫か！～

・講　師 社会保険労務士　三吉　由久夫 氏
・定　員 30人先着順　　・参加費 無料
・対象者 45歳以上で在職者の方、定年間近の方
（離職者の方も可）、企業の人事・労務担当者の方
・申込方法 はがき、電話、FAXで下記まで。
◎申込・問合せ （社）岐阜県雇用開発協会
岐阜県高齢期雇用就業支援コーナー
〒500-8856 岐阜市橋本町２-20濃尾ビル５階
1058-251-8551 FAX 058-251-8626

「急ぐほど　正しく　はっきり　110番」
「110番」は、緊急用の警察とみなさんとのホット
ラインです。正しく使いましょう。
＊言語・聴覚の不自由な方には「メール110番」が
あります。E-mailアドレス:gifu＠gifu110.jp

10平成18年１月１日

冬本番を迎えました。同じ道路を走行していても、
地形や日照条件等により路面状況は大きく変化しま
す。気温が低下した時はスピードを控えめにし、カ
ーブ・交差点等では特にスリップ事故にご注意くだ
さい。凍結防止剤の支給については、各区長さんを
通じて地域としてお申し込みください。
◎問合せ 土木課　1内線256

・物　　件 土岐町字豆沢1899番４
・売却方法 一般競争入札（期間入札）による売却
（入札は原則郵送により東海財務局で受付）
・入札期間 １月10日（火）９時～18日（水）

９時～17時
・開札日 １月25日（水）東海財務局（名古屋市中区）
◎問合せ 財務省東海財務局　岐阜財務事務所

売却担当　1058-247-4252

・日　時 １月20日（金）13時～16時30分
・場　所 総合文化センター（入場無料）
・内　容 福祉に関する体験コーナー、幼児服の紹
介、ファッションショー、ステンドグラス作品の
展示、食品販売など

◎問合せ 瑞浪高等学校　168-4161

・日　時 １月30日（月）・31日（火）・２月２日（木）
・場　所 セラトピア土岐

（２／２岐阜県福祉農業会館）
・資　格 年齢、経験、男女不問
・費　用 14，700円
◎問合せ （社）日本ボイラ協会岐阜支部

1058-265-1943

国有林の管理・経営に役立てていく取り組みの一
環として「国有林モニター」を募集します。
・内　容 国有林に関するアンケート、各事業への
コメント、ご意見、ご提案、会議への参加など

・人　員 30人
・期　間 18年４月～19年３月
・締　切 １月31日（火）
＊応募資格・応募方法など、詳しいことは下記まで
お問合せください。

◎申込・問合せ 〒380-8575 長野市大字栗田715-５
中部森林管理局　企画調整室国有林モニター係
1026-236-2652

落語家　桂 文珍 講演会のご案内 道路の凍結にご注意

「国有財産売却」のお知らせ

２級ボイラー実技講習会の開催

国有林モニターの募集

第17回瑞浪高校生活福祉科卒業制作発表会

知的障害者巡回相談

「職業生活設計セミナー開催」のご案内

１月10日は「110番の日」です



ハートピア（市民福祉センター）相談室
◆行政相談 市民課　1内線105

日時…１月10日（火） 10時～15時
◆人権・法律相談 市民課　1内線105

日時…１月19日（木） 10時～15時
◆結婚相談 市民課　1内線105

日時…１月11日（水）・22日（日）10時～16時
◆心配ごと相談 社会福祉協議会　168-4148

日時…毎週月曜日　10時～15時
◆高齢者・障害者権利擁護相談

東濃成年後見センター　122-6248
日時…１月19日（木） 13時30分～16時

市役所１階市民相談室
◆身体障害者相談 社会福祉課　1内線160
日時…１月６日（金）９時～12時

◆住宅修繕相談 都市計画課　1内線247
日時…１月17日（火）10時～15時

◆移動家庭児童相談 社会福祉課　1内線102
・陶児童館　１月４日（水）10時～12時
・子育て支援センター（稲津保育園内）

１月４日（水）13時30分～15時30分
・樽上児童センター（ハートピア内）

１月11日（水）10時～12時
・子育て支援センター（みどり保育園内）

１月11日（水）13時30分～15時30分

勤労青少年ホーム
◆母子相談 こぶし相談室　168-9811
日時…１月10日（火） ９時～15時
（相談日以外は社会福祉課1内線102）

◆不登校を考える親の会 適応教室　168-9811
日時…１月11日（水） 19時～21時

共同福祉施設（サンライズ）
◆教育相談 167-3338

日時…毎週火・金曜日　13時～17時
※10日（火）・13日（金）を除く

（相談日以外は学校教育課　1内線488）

瑞浪市役所　1 68-211111

保育園は、一人ひとりの個性を生かし豊かな人間性
を育成する乳幼児保育をおこないます。
・入園説明会 乳幼児の入園を希望される方は出席し
てください。（現在通園中の園児は除きます）

・入園できる保育園 市内８園。ただし、稲津・みど
り・一色・啓明の４園は、10月に入園希望受付をさ
れた方に限ります。

・入園できる乳幼児 ８カ月～５歳児で、両親・同居
の親族の就労、病気などにより乳幼児の保育ができ
ない場合に限ります。

・保育料 前年分所得税額などにより決定しますの
で、前年分所得のわかるものを添付してください。
（延長保育料金は、時間と所得階層により徴収します）
・保育時間 ８時30分～16時30分
・延長保育 一定の事由のある方については、希望に
より延長保育の制度があります。
〔７時30分～18時　陶、桔梗、稲津、竜吟、日吉〕
〔７時30分～19時30分　啓明、みどり、一色〕
・入園説明会日程

◎問合せ 社会福祉課　1内線160・103

相 談 コ ー ナ ー
（１月分）（１月分）（１月分）（１月分）（１月分）（１月分）（１月分）（１月分）（１月分）（１月分）（１月分）（１月分）（１月分）（１月分）（１月分）（１月分）（１月分）

平成18年度　保育園入園説明会のお知らせ

○市県民税（普通徴収） ４期分 １月31日（火）
○市県民税（特別徴収） 12月分 １月10日（火）
○国民健康保険料 １月分 １月31日（火）
○介護保険料 １月分 １月31日（火）
○保育料 １月分 １月31日（火）
○水道料金・下水道使用料 12月分 １月31日（火）
○市営住宅使用料 １月分 １月31日（火）

今月の納期（お支払いは便利な口座振替で）

１月１日（日）・２日（月）・８日（日）・14日（土）
20日（金）・26日（木）・30日（月）

斎場のお休み 市民課　1内線105

保育園名 説明会日時 会場
桔梗保育園 １月17日（火）

同　園68-2323 10時～11時
陶幼児センター １月17日（火）

〃65-2053 13時30分～14時30分
稲津保育園 １月18日（水）

〃68-3400 10時～11時
竜吟保育園 １月18日（水）

〃63-2056 13時30分～14時30分
日吉保育園 １月19日（木）

〃69-2123 10時～11時
みどり保育園
68-2632

総合文化
一色保育園 １月19日（木）

センター
67-1817 13時30分～14時30分

講堂
啓明保育園
68-2463



健康だいすき  健康だいすき  健康だいすき  健康だいすき  
ヘルスインフォメーション　保健センター　1６７－２７００ 
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母子ともにむし歯ゼロの稲垣親子 

ＢＣＧ予防接種のお知らせ 

第54回　母と子のよい歯のコンクール 

健康相談 
1月11日（水） 場所：保健センター 

1月12日（木） 場　　所：保健センター 受付時間：13時30分～14時30分 

麻しん・風しん予防接種 

乳幼児健診・相談・歯みがき教室 ＜場所＝保健センタ－　　料金＝無料＞ 

いながき さちえ あきら 

＜対象者＞平成17年10月生まれ 
　　　（満６ヵ月未満でまだ接種していない児も含む） 
＊母子健康手帳を持参してください。 
＊予診票の内容が変更になりますので、接種当日に
お渡しします。（体温は会場で測定します。） 

　平成16年度に３歳児歯科健診を受けた母子を対象
とした「第54回母と子のよい歯のコンクール」に、
東濃地域の代表として選ばれた稲垣祥絵さんと明君（３
歳）が、岐阜県大会でみごと４位に入賞しました。 
　日頃から歯みがき・食事など歯の健康に努め、母
子ともにむし歯ゼロを実現しました。 

◎医師による健康相談：14時～15時 
＜内　容＞　医師による個別相談、血圧測定、検尿 
＜対象者＞・最近気になる症状がある方 
　　　　　・病院に受診するかどうか迷われている方 
　　　　　・健診結果に不安を感じている方　等 
　　　　　（ご家族の方の相談でも結構です） 
◎栄養相談：14時～16時 
＜内　容＞　管理栄養士による個別相談 
＜対象者＞　高コレステロール、糖尿病、高血圧、

貧血、肥満等の食事の摂り方など食生
活に関する相談 

＜対 象 者＞平成17年１月生まれ 
　　　　（単独ワクチン接種を希望の方のみ） 
＊満７歳半（90ヵ月）未満でまだ接種していない児
を含む。ただし、すでにかかったことのある児
は除く。 

＜接種方法＞①１月25日（水）までに、申込みハガキ
を保健センタ－まで提出してください。 
②２月１日（水）以降に希望した医療機
関に電話予約をし、接種してください。 

＊麻しんと風しんの予防接種は麻しんを優先し、
４週間以上あけてから風しんを接種してください。 
＊麻しん・風しん混合ワクチン接種については、
３月１日号に掲載します。 

健診・相談名 実　施　日 時　　間 対　象　者 持　ち　物 

12時30分開始 

第１子は13時集合 
第２子以上は 
13時30分～13時50分受付 

９時～11時 

３歳児健康診査  
※健診終了後希望者
に歯みがき教室を実
施します 

母子健康手帳・早朝尿（50cc） 
問診票及びアンケート 
歯ブラシ・コップ・タオル 
※保護者の歯科健診等 
　同時に実施します 

母子健康手帳 
歯ブラシ・コップ 
※汚れてもいい服装で 
　おいでください 

母子健康手帳 
アンケート 

平成15年１月１日～ 
　　　１月15日生まれ 

平成15年１月16日～ 
　　　１月31日生まれ 

１月20日（金） 

１月27日（金） 

平成16年１月生まれ １月18日（水） 

平成15年７月生まれ 

平成14年７月生まれ 

１月19日（木） 

１月23日（月） 

２歳児歯みがき教室 

平成17年９月生まれ １月24日（火） ４カ月児健康診査  

３歳６カ月児歯みがき教室 

母子健康手帳 
コップ・タオル 平成12年１月生まれ １月23日（月） 15時開始 ６歳臼歯ムシ歯予防教室 

２歳６カ月児歯みがき教室 
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